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課題 6-1. (基本近傍系)

基本近傍系 (∀U ∈ N (x), ∃V ∈ N ∗(x) s.t. x ∈ V ⊂ U)について以下の問題に答
えよ。

1. R2上の通常の距離位相に対して、基本近傍系を構成し、それが基本近傍系であ
ることを示せ。

2. R2上の通常の位相において、各点において可算個の基本近傍系を持つことを示
せ。(このような位相を第一可算という。)
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課題 6-2. (連続であることの定義)

f : X → Y が連続であることを

∀V ∈ OY ⇒ f−1(V ) ∈ OX

と定義する。このとき、

1. CX , CY をX, Y の閉集合の全体とする。f が連続であることと、以下が同値で
あることを示せ。

∀V ∈ CY ⇒ f−1(V ) ∈ CX

2. 写像 f : X → Y に対して、f が xで連続であることと、以下が成り立つことが
同値であることを示せ。

x ∈ Xに対して、∀V ∈ N (f(x))に対して、∃U ∈ N (x) s.t. f(U) ⊂ V

3. N ∗(x)を xの基本近傍系とする。写像 f : X → Y に対して、f が xで連続であ
ることと、以下が成り立つことが同値であることを示せ。

x ∈ Xに対して、∀V ∈ N ∗(f(x))に対して、∃U ∈ N ∗(x) s.t. f(U) ⊂ V


